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石川県立美術館だより　第261号 

今月のコレクション展示室 

－作陶55年記念－　　　　　 

北出不二雄の世界 
6月16日（木）～7月18日（月・祝） 

（第５展示室） 
特別陳列 

色絵菩薩図飾皿  1963年  北出不二雄 

　
当
館
で
は
昨
年
「
古
九
谷
へ
の
ま
な
ざ
し
│
昭
和
・
平
成
の

名
工
た
ち
│
」
と
題
し
た
特
別
陳
列
を
開
催
し
、
古
九
谷
へ
の

熱
い
ま
な
ざ
し
を
創
作
の
原
点
と
し
た
名
工
三
十
三
人
の
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。
北
出
不
二
雄
氏
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な

作
家
と
位
置
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
古
九
谷
か
ら
今
日
に
至
る

九
谷
焼
の
伝
統
は
、
北
出
氏
を
抜
き
に
語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
昨
年
の
特
別
陳
列
を
総
論
と
す
る
な
ら
ば
、
今

回
の
「
北
出
不
二
雄
の
世
界
」
は
各
論
と
し
て
、
古
九
谷
の
伝

統
に
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
、
北
出

氏
の
陶
芸
家
、
古
九
谷
研
究
者
と
し
て
の
歩
み
を
と
お
し
て
じ

っ
く
り
と
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
の
「
古
九
谷
へ
の
ま
な
ざ
し
」
で
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
、
古
九
谷
の
伝
統
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神

と
要
約
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
単
な
る
古
典
の
模
倣
で
は
な

く
、
時
代
の
最
先
端
の
美
意
識
を
、
古
典
と
の
明
確
な
位
置
付

け
に
お
い
て
捉
え
、
そ
の
表
現
の
担
い
手
と
な
る
新
た
な
技
法

を
開
発
す
る
こ
と
で
す
。 

　
今
回
は
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館
、
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
ほ

か
所
蔵
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
当
館
の
所
蔵
品
に
加
え
て
初
期

か
ら
近
年
ま
で
の
北
出
氏
の
作
陶
の
歩
み
を
三
十
四
点
の
作
品

に
よ
り
概
観
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
彩
釉
陶
を
は
じ
め
、
北
出
氏

の
作
品
に
は
古
九
谷
の
精
神
が
力
強
く
脈
打
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
そ
し
て
今
回
是
非
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
北
出
氏

が
実
際
に
古
九
谷
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
美
意
識
を
育
ん
で
い

っ
た
の
か
を
、
北
出
氏
自
身
が
選
定
し
た
当
館
所
蔵
の
古
九
谷

の
展
示
を
と
お
し
て
跡
づ
け
る
こ
と
を
展
覧
会
の
大
き
な
趣
旨

と
し
て
い
る
点
で
す
。
本
展
で
は
通
常
は
第
2
展
示
室
に
展
示

さ
れ
て
い
る
古
九
谷
の
名
品
十
一
点
が
、
北
出
不
二
雄
氏
の
美

意
識
・
造
形
思
考
と
い
う
切
り
口
で
、
北
出
氏
の
コ
メ
ン
ト
を 

添
え
て
展
示
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
は
、
古
九
谷
愛
好
家
の

方
々
か
ら
の
要
望
に
も
配
慮
し
て
、
裏
面
や
側
面
も
鑑
賞
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
ペ
ル
シ
ャ
陶
器
や
富
本
憲
吉
の
作
品
、
再
興
九
谷

の
吉
田
屋
窯
な
ど
、
古
九
谷
の
他
に
北
出
氏
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
作
品
や
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
も
併
せ
て
展
示

し
ま
す
。 

 

　
主
な
展
示
作
品 
 〈

作
陶
の
歩
み
〉 

瑠
璃
金
銀
蒔
絵
林
檎
図
飾
皿  

色
絵
瑞
鳥
文
花
瓶
　
　
　
　
　
　
　石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
蔵 

色
絵
旅
路
飾
皿
　
　
　
　
　
　
　
　石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
蔵 

染
付
加
彩
長
壺
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
沢
21
世
紀
美
術
館
蔵 

彩
釉
線
刻
　
鳥
た
ち
　
　
　
　
　
　
　金
沢
21
世
紀
美
術
館
蔵
 

青
手
小
禽
文
飾
皿
　
　
　
　
　
　
 
　
　石
川
県
立
美
術
館
蔵
 

赤
絵
初
夏
壺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　石
川
県
立
美
術
館
蔵
 

青
釉
刻
線
鷺
文
壺
「
独
り
」　
　
　
　
 
石
川
県
立
美
術
館
蔵
 

彩
釉
陶
　
暮
れ
る
蓮
池
　
　
　
　
　
 
　石
川
県
立
美
術
館
蔵
 

〈
北
出
氏
選
定
の
当
館
蔵
古
九
谷
・
吉
田
屋
〉 

  

県
文
　
色
絵
鶉
草
花
図
平
鉢        

  

色
絵
海
老
藻
文
平
鉢 

  

県
文
　
青
手
桜
花
散
文
平
鉢 

  

県
文
　
青
手
樹
木
図
平
鉢 

  
重
美
・
県
文
　
色
絵
布
袋
図
平
鉢 

  
県
文
　
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢 

  

県
文
　
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢 

  

色
絵
唐
子
山
水
図
平
鉢 

  

色
絵
壺
割
花
鳥
図
平
鉢 

  

青
手
松
鳥
図
平
鉢 

  

色
絵
石
畳
双
鳳
文
平
鉢 

  

色
絵
万
年
青
図
平
鉢
　
吉
田
屋
窯 

染付埴輪飾皿  2001年  北出不二雄 県文　色絵鳳凰図平鉢　古九谷 

瑠璃金銀蒔絵林檎図飾皿  1950年  
北出不二雄 
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石川県立美術館だより　第261号 

今月のコレクション展示室 

古九谷・再興九谷名品展（前期） 
6月16日（木）～7月18日（月・祝） 

（第２展示室） 

特　集 

今月のコレクション展示室 

近代の美術 
6月21日（火）～7月18日（月・祝） 

（前田育徳会展示室） 

特　集 

　
前
田
育
徳
会
の
所
蔵
す
る
文
化
財
は
、
そ
の
大
半
が
歴
代
藩

主
の
収
集
あ
る
い
は
使
用
し
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

古
美
術
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
明
治

に
入
っ
て
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
、
近
代
絵
画
や
彫
刻

も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
展
示
す
る
西
洋
絵
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
明
治
四
十

三
年
、
明
治
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
本
郷
邸
へ
の
行
幸
に
際
し

て
、
当
時
の
十
六
代
当
主
利
為
に
よ
っ
て
、
新
築
し
た
洋
館
を

飾
る
た
め
に
収
集
さ
れ
た
も
の
が
中
心
で
す
。
こ
れ
ら
の
絵
画

は
、
主
に
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
交
流
に
多
大
な
功
績
を

残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
画
商
の
林
忠
正
が
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在

中
に
収
集
し
た
三
百
余
点
の
中
か
ら
、
日
本
近
代
洋
画
の
父
と

も
い
わ
れ
る
黒
田
清
輝
や
フ
ラ
ン
ス
で
室
内
装
飾
を
学
ん
だ

野
口
駿
尾
ら
に
よ
っ
て
撰
ば
れ
た
も
の
が
中
心
で
す
。
こ
う
し

て
収
集
さ
れ
た
作
品
は
、
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
一
方
は
、
デ
ュ
モ
ン
、
ロ
ッ
サ
ー
ノ
、
ル
・
デ
ュ
ッ

ク
と
い
っ
た
伝
統
的
、
あ
る
い
は
保
守
的
と
も
い
え
る
描
法
に

よ
る
風
景
画
、
風
俗
画
の
類
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
ブ
ー
ダ
ン
、

ギ
ョ
ー
マ
ン
、
ア
マ
ン
・
ジ
ャ
ン
と
い
っ
た
印
象
派
に
関
係
づ

け
ら
れ
る
画
家
た
ち
の
作
品
で
す
。
こ
の
両
者
を
見
る
と
、
今

日
で
は
前
者
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
数
多
く
開
催
さ
れ
て
き
た
西
洋
絵
画
展
の
中
で
そ
の
名
前
を

見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
印
象
派

に
関
連
し
た
展
覧
会
で
紹
介
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
こ
う
し
た
西
洋
絵
画
と
合
わ
せ
て
、
近
代
の
日
本
画
、

彫
刻
も
展
示
し
ま
す
が
、
米
原
雲
海
作
「
竹
取
翁
」
は
明
治
四

十
三
年
第
3
回
文
展
出
品
作
で
あ
り
、
島
田
墨
仙
筆
「
塙
保
己
一

像
」
の
よ
う
に
、
昭
和
十
六
年
第
4
回
新
文
展
に
出
品
さ
れ
た

も
の
を
国
が
買
い
上
げ
た
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
揮
毫
し
て
も

ら
っ
た
も
の
な
ど
、
作
品
の
多
く
は
官
展
系
の
作
家
の
も
の
で

あ
り
、
当
時
の
前
田
家
が
そ
う
い
っ
た
作
家
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン

的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
回
は
、
前
田
家

鎌
倉
別
邸
で
使
用
さ
れ
て
き
て
、
久
方
ぶ
り
に
展
示
す
る
四
点

を
含
む
西
洋
絵
画
十
一
点
と
日
本
画
、
彫
刻
等
計
二
十
三
点
を

展
示
し
ま
す
。 

　
古
九
谷
と
再
興
九
谷
の
名
品
を
二
期
に
分
け
て
公
開
し
ま

す
。
四
十
九
点
を
展
示
し
ま
す
が
、
今
号
で
は
、
展
示
す
る
窯

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
古
九
谷
は
、
明
暦
か
ら
宝
永
（
十
七
世
紀
中
頃
〜
十
八
世

紀
初
）
の
頃
、
山
中
温
泉
か
ら
大
聖
寺
川
を
十
数
キ
ロ
上
流

に
遡
っ
た
九
谷
の
地
で
焼
成
さ
れ
た
色
絵
磁
器
を
い
い
ま

す
。
古
窯
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
五
次
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
五
十
四
年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
古
九
谷
窯
廃
絶
後
、
加
賀
の
地
で
窯
業
再
興
の
先
駈
け
と

な
っ
た
一
つ
が
、
文
化
四
年
に
開
窯
し
た
金
沢
の
春
日
山
窯

で
す
。
京
都
か
ら
青
木
木
米
が
指
導
に
訪
れ
、
木
米
好
み
の

中
国
趣
味
を
反
映
し
た
や
き
も
の
が
焼
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

窯
は
文
政
初
年
頃
に
廃
窯
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
惜
し
ん

で
操
業
さ
れ
た
の
が
加
賀
藩
士
武
田
秀
平
（
号
民
山
）
に
よ

っ
て
、
文
政
五
年
に
開
か
れ
た
赤
絵
細
描
を
特
色
と
す
る
民

山
窯
で
す
。
い
ず
れ
も
金
沢
地
区
で
の
開
窯
で
す
。 

　
能
美
・
小
松
地
区
で
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
文
政
二
年
頃
開

窯
の
若
杉
窯
で
す
。
藩
の
保
護
奨
励
も
あ
っ
て
興
隆
し
、
い

わ
ゆ
る
殖
産
興
業
の
量
産
方
式
に
よ
る
日
用
雑
器
が
中
心
に

焼
か
れ
ま
す
。
ま
た
文
政
二
年
に
は
本
多
貞
吉
に
陶
法
を
学

ん
だ
藪
六
右
衛
門
開
窯
の
小
野
窯
、
弘
化
四
年
小
松
の
松
屋

菊
三
郎
が
主
宰
し
た
蓮
代
寺
窯
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か

け
て
、
華
麗
な
彩
色
金
襴
手
の
技
法
で
一
世
を
風
靡
し
た
九

谷
庄
三
な
ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
他
方
、
江
沼
地
区
で
雄
勁
な
筆
致
、
渋
く
て
深
く
、
し
か
も

厚
く
彩
ら
れ
た
豪
放
華
麗
な
古
九
谷
の
再
興
を
め
ざ
し
て
、

文
政
七
年
に
開
窯
し
た
の
が
吉
田
屋
窯
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

赤
絵
細
描
を
特
色
と
す
る
、
天
保
三
年
開
窯
の
宮
本
屋
窯
、

吉
田
屋
窯
の
塗
埋
様
式
を
踏
襲
す
る
松
山
窯
、
金
襴
手
で
有

名
な
永
楽
和
全
な
ど
今
日
の
江
沼
九
谷
の
流
れ
が
形
成
さ
れ

ま
す
。 

　
今
日
の
九
谷
焼
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
諸
窯

の
特
色
と
変
遷
を
ご
鑑
賞
下
さ
い 

と
し
な
り 

く
ろ
だ
せ
い
き 

の
ぐ
ち
し
ゅ
ん
び 

よ
ね
は
ら
う
ん
か
い 

し
ま
だ
ぼ
く
せ
ん 

は
な
わ
ほ
き
い
ち 

ゆ
う
け
い 

は
や
し
た
だ
ま
さ 

色絵四葉座十字文平鉢 

河岸の荷揚所図　アルマン・ギョーマン 
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前
田
育
徳
会
展
示
室
 

　
特
集
 
近
代
の
美
術
 

　
山
林
湖
水
の
図
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
マ
ン
・
ギ
ョ
ー
マ
ン
 

　
木
彫
雌
雄
矮
鶏
置
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
村
光
雲
 

　
梅
見
茶
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鏑
木
清
方
 

第
1
展
示
室
 

色
絵
雉
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
々
村
仁
清
 

◎
色
絵
雌
雉
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
々
村
仁
清
 

第
2
展
示
室
 

　
特
集
 
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展
（
前
期
） 

□
色
絵
鶴
か
る
た
文
平
鉢
　
古
九
谷
 

　
色
絵
四
葉
座
十
字
文
平
鉢
　
古
九
谷
 

　
色
絵
椿
文
六
角
四
段
重
　
吉
田
屋
窯
 

　
色
絵
桐
鳳
凰
文
高
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
生
屋
源
右
衛
門
 

第
3
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◆
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覧
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高校生以下は 
無料 

大学生 
220円 

一　般 
280円 

高校生以下は 
無料 

大学生 
280円 

一　般 
350円 

団
体
（
20
名
以
上
） 

個
　
　
　
人
 

今月のコレクション展示室 

主な展示作品 
第2～6展示室：6月16日（木）～7月18日（月・祝） 

前田育徳会展示室：6月21日（火）～7月18日（月・祝） 
＝国宝　◎＝重要文化財 
□＝石川県指定文化財 

パ
ラ
ダ
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ス
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水
錬
徳
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中
　
昭
 

Lex.Avenue　中町　力 

友
禅
訪
問
着
「
魚
の
む
れ
」　
 

木
村
雨
山
 

 
 
 
 
◇今月の映画・ビデオ 

7月3日(日)　月例映画会 
　「墨龍［加山又造］」　　　　　　　　　　　（27分） 
　「藤本能道の色絵磁器」　　　　　　　　　　（33分） 
7月10日(日) ビデオ鑑賞会 
　「正倉院宝物１　東西文化の国際交流」　　　（34分） 
　「正倉院宝物２　千二百年の宝庫 校倉」　　（33分） 
7月17日(日) 月例映画会 
　「前田青邨と日本画の流れ」　　　　　　　　（29分） 
　「土と炎と人と　清水卯一のわざ」　　　　　（30分） 
7月24日(日) ビデオ鑑賞会 
　「正倉院宝物２　千二百年の宝庫 校倉」　　（33分） 
　「正倉院宝物３　国家珍宝帳」　　　　　　　（31分） 
　　　　　　　　　　　　　　　※いずれも入場無料 
 
　今月の映像ギャラリーは、上記の内容で行います。 

　このうちビデオ鑑賞会では、先月までご覧いただきまし
た「国宝」シリーズに代わり、「正倉院宝物」を紹介する
ビデオを取り上げます。 
　東大寺大仏殿の西北にある『正倉院』には、千二百年の
歳月を経て、天平の息吹を今日に伝える貴重な文化遺産が
保管されています。その存在は、宝物の一部が毎年秋に、
奈良国立博物館で展観されることでもよく知られていると
ころです。8世紀の盛唐文化、さらには遠くペルシャにい
たるシルクロードの西の果てにまで、そのルーツが求めら
れるこれらの宝物は、その量と質において、わが国のみな
らず世界的にも珍重される至宝といえます。このシリーズ
では、数々の宝物の姿、文様、質感、色彩に大胆にせまり、
天平文化の精華を繊細に映し出していきます。 
　第1巻は、メソポタミア起源の竪琴「箜篌」やペルシャ
のガラスの器「白瑠璃碗」など、正倉院宝物の秘める東西
文化交流の足跡を探ります。第2巻では、宝物が保管され
てきた校倉の成立と謎、宝物の由来と性格などを紹介しま
す。第3巻では、正倉院宝物の端緒となった、光明皇后が
献納した聖武天皇遺愛の品々の目録「国家珍宝帳」をひも
ときながら、その中の代表的な宝物を紹介していきます。 

はくるりのわん 

く　ご 

映 像 ギ ャ ラ リ ー  
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ギャラリートーク 

4月23日（土）「加賀・能登の名宝」 
　大乗寺に伝わる文化財をはじめ、県内の禅寺に伝わる
頂相など、指定文化財を紹介する「加賀・能登の名宝」
のギャラリートークでは、それぞれの寺院の歴史の紹介
も兼ねてご案内しました。皆様のお近くのお寺さんとい
うこともあり、「このお寺、昔は住職おらんかったよ」
なんて、担当者も知らない話も飛び出しました。お寺の
宝物については、守られてきた歴史の長さや、人々の信
仰の証しであることを考慮しながら理解していただきた
い旨を説明しましたところ、皆様大きく頷いてらっしゃ
いました。ちょうど同時期に七尾美術館で長谷川等伯の
「国宝・松林図屏風」が紹介されることもあって、信春（等
伯の前名）と左近（等伯の子）の「十六羅漢図」も展示
したのですが、「松林図」を見に行くご予定の方も多い
ようで、熱心にご覧になる方々の姿が印象的でした。 
 
5月21日（土）「甲冑と陣羽織」 

　トークでは武器・武具だ
から男性が多いのでは？と
いう思い込みが外れて、女
性の鑑賞者が意外と多かっ
たことが印象的でした。百
万石祭りの時期に合わせて

の展示で、自然と加賀藩や武具への関心が高まってきて
いたのかもしれません。 
　展示では、全体的に黒っぽいカラーの中にあって、斬
新で大胆な陣羽織のデザインに関心が高かったようです。
江戸時代の甲冑の特徴は、変わり兜という多彩多様な兜
が盛行した事ですが、加賀具足の場合、比較的おとなし
い意匠であり、じっくりと鑑賞する工芸技法の繊細さや
緻密さに特徴があるようです。 
  簡単な解説の後、ご鑑賞の皆様からは、甲冑の重さや
着装の順を聞かれ、実用の具であった甲冑の解説では、
部分的・抽象的な話だけでなく、身近に感じられる話題
の必要も感じて勉強になりました。 
 
キッズ☆鑑賞講座 

5月7日（土）「石川県立美術館の精華を鑑賞しよう」 
　小学生を対象とした展覧
会鑑賞講座が今年度も開講
しました。初回は「石川県
立美術館の精華を鑑賞しよ
う」と題して企画展示室を
鑑賞しました。 

　企画展示室内ではこどもギャラリーに紹介した各展示
室のこの一点！を中心に、じっくり鑑賞しました。第7
展示室は「源氏物語図屏風」（伝岩佐又兵衛）を屏風の
画面の名前などを確認しながら鑑賞。第8展示室内では
「雷鳥の図箱」（寺井直次）を、さまざまな技法について、
なかでも卵殻技法に使われている卵のみほんを手にしな

がら鑑賞。第9展示室では「湖畔のはす田」（森本仁平）
の場面を考えながら鑑賞しました。 
　次回の鑑賞講座は7月2日（土）「北出不二雄の世界を
鑑賞しよう」です。この機会に私たちとたくさんの美術
に親しみましょう。 
 
 
 
 

石川県立美術館の精華 
－近年の収蔵品から－ 

　本展は平成6
年度以降昨年度
までの 10年間
の新収蔵品670
件から選んだ
107件に、文化
財保存修復工房

の修理品1件を加えての展観でした。第7展示室に古美
術品27件37点、第8展示室、明治以降の近現代工芸44点、
第9展示室、近現代絵画彫刻37点という構成です。 
　収蔵品には大きく分けると購入作品と寄附作品とがあ
ります。全収蔵品2860件中、購入は690件、寄附は
1,813件で全体に占める割合は24％と63％。あとの12％
は保管替え等で所蔵品となったものです。これをご覧い
ただくと、ご寄附という、多くの方々のご厚意によって、
当館の活動がなり立っているのだということがお分かり
かと思います。 
　そうした貴重な作品をご寄附いただいた方々への感謝
の思い、そして、当館の付属施設として文化財の修理を
行っている、石川県文化財保存修復工房の活動の成果を
併せ、いわば当館の活動の原点をご覧いただこうという
展覧会だったわけです。 
　選定する側としては、あの作品も入れたい、この作品
も入れたいと千々に思いは乱れたのですが、展示スペー
スは限られています。仕方なく多くの作品を割愛いたし
ました。つらいところです。考えてみますと、自館の作
品のみで企画展という期間限定の展覧会を組む機会は、
これまでの22年の活動の中では初めてのことでした。
悩むのも道理です。 
　ようやくにして展示を終えた作品群を見て回りますと、
「石川県における美術工芸の伝統をふまえ、豊かな美術
文化の創造と推進をはかる美術館」、「石川県にゆかりの
ある作品を中心に収集展示する美術館」という、当館の
基本理念が頭に浮かびます。地域密着型としての美術館、
そしてそれを如実に物語っている収蔵品群。この10年
間の歩みはこの理念どおりであったと確認した次第です。 
　さて、学芸サイドとしては、これまでの活動をいろい
ろと振り返り、考えることの多い展覧会でしたが、入館
者数という観点からは、ゴールデンウィークという好機
であったにも関わらず、実に残念な結果に終わってしま
いました。大勢の人に見てもらってこそ展覧会です。自
己満足は厳禁です。この点原因を分析し、大いに改善す
べきと考えています。　　　（二木伸一郎　学芸専門員） 
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※開催日程、休館日、内容等は直接各館へお問い合わせ下さい。 

ルーヴル美術館展　　　　　　　　　 7/18まで 
横浜美術館（横浜市・045‐221‐0300） 

近代日本画の名匠　小林古径展　　　 7/18まで 
東京国立近代美術館（千代田区・03‐5777‐8600） 

華やぐ女たち　エルミタージュ美術館展　7/18まで 
名古屋市美術館（名古屋市・052‐212‐0001） 

奈良に魅せられた画家たち　　　　　7/24まで 
奈良県立美術館（奈良市・0742‐23‐1700） 

クールベ美術館展　　　　　　　　　7/24まで 
新潟市美術館（新潟市・025‐223‐1622） 

企画展示室 

各地の展覧会 ……………… 7月 

第16回石川県水墨画協会公募展 
7月1日（金）～5日（火）（第7～9展示室） 

　石川県水墨画協会は、平成元年度発足、同2年に第1回公
募展を開催し今日に至っております。公募展は石川県内の
水墨画諸会派及び一般個人を統合する当協会が行う展示会
です。これは、過去の公募展の実績に照らし承認された会
員の研鑽の場であると同時に、広く県内より一般公募し、
厳正な審査の上入選作品を展示し、水墨画の普及発展に寄
与することとしております。従って各会派主宰の作品を始
め、会員並びに一般公募の意欲的個性的な表現による、楽
しみな協会展ならではの作品をご覧いただけると思います。 
　多くの方々のご来場をお待ちしております。 
◇入場無料 

◇連 絡 先　金沢市三ツ屋町ハ18－3 
　　　　　　事務局長　笠井宰州（利久） 
　　　　　　　 076－237－6513 

 
第7回石川示現会展 

7月8日（金）～11日（月）（第7展示室） 

　日展傘下の洋画団体である（社）示現会は昭和22年10月に
（故）大内田茂士・（故） 原健三の両芸術院会員を中心に31
名の創立会員によって結成され、今年4月には第58回展を
東京都美術館において開催いたしました。今般の「石川示
現会展」は、示現会本展に出品を続けている私達石川県内
在住の画家が広く県内外の美術愛好の皆様に鑑賞いただき、
ご批評を賜り、私達ひとり一人が努力と研鑽を重ねより良
い絵が描けるように、又そのことにより地域文化の発展に
寄与できることを念じて発表いたします。示現会の作品は
写実を中心とした具象絵画で、過去の発表展でも大変好評
を得ております。現在示現会石川県出品者協会に所属して
いる作家は20数名を数え、毎年新入選者を出し増加してい
ます。将来石川県支部の結成も可能となり示現会本展の巡
回も見込まれています。本年度の示現会展出品作品を中心
に一人2～3点の作品発表となります。ご高覧の上ご指導ご
批評いただければ幸いです。 
◇入場無料 

◇連 絡 先　示現会石川県出品者協会　代表　神田直次 
　　　　　　野々市町太平寺2－47 
　　　　　　　 076－248－8186 

 
2005 北陸一陽展 

7月8日（金）～11日（月）（第8・9展示室） 

　昭和30年7月に鈴木信太郎・野間仁根・高岡徳太郎らを
中心として、一陽会は「清新にして深奥なるものの創造に
勉励し、新時代の美術を推進せん」「尖鋭なる未完成こそ
推薦」をスローガンに掲げ組織され、本年で創立50年を迎
えました。表現方式のいかんを問わず多彩な作家群を擁し、
抽象と具象の作風が競合する展覧会です。今秋、東京都美
術館で開催された第50回記念一陽展の出品作品より選抜さ
れた基本作品と北陸支部地元作品の油彩画・アクリル画・
版画・彫刻の100余点を展観します。ベテラン作家の秀作
から尖鋭な若手作家の力作をご鑑賞ください。 
◇主な出品作家 
大場吉美、佐川文子（委員）、和泉洸、入口ふじ子、

岩永勝彦、浮田正樹、大鍬英治、北嶋三智子、酒井幸雄、
清水正男、洲崎幸七、竹田明男、中野久賀子、中本邦男、
西山恭申、野中未知子、野村秀久、判三教、松下絹子、
安田淳（会員） 

◇入場無料 

◇連 絡 先　北陸支部事務所　大場吉美方 
　　　　　　金沢市粟崎町2－86 
　　　　　　　 076－238－3096 

 
第19回日本新工芸石川会展 
7月14日（木）～18日（月・祝）（第7展示室） 

　日本新工芸家連盟は、工芸の原点を見つめ、個々の作家
が素材を生かし技術を駆使して、現代に望まれている生活
と美との調和をテーマとして制作活動を続けています。石
川会展も19回を迎えることが出来ました。会員一同、一層
の努力を重ねております。より多くの方々にご高覧、ご批
判をいただきたいと念願しております。 
◇主な出品作家 
北出不二雄、高光一生、川原和夫、得地秀生、利岡光仙、
榎木荘平、原田実、戸出克彦、高聡文、柴田博、大井幸子、
向瀬孝之、川田稔、松本昭二、高光一雅、金田一司、瀧川
千春、瀧川佐智子、堂畑勝二、伊豆蔵幸治、伊藤寿江、
山道千草 

◇入場料　一般500円　大学生以下無料 
※当館友の会会員は、会員証提示により300円
になります。 

◇連絡先　金沢市宮野町ト74　戸出克彦 
　　　　　　 076－257－5951 

 
第9回石川県日本画協会展 

7月14日（木）～18日（月・祝）（第8・9展示室） 

　県内在住の日本画の作家を中心とした会員の、県内未発
表作品による展覧会です。各種公募展の枠組みや既存の概
念にとらわれることのない自由な作品発表を目指し、会員
それぞれが取り組んでいる日本画制作の研究・模索の発表
の場、また研鑽の場ともなっています。ベテランから若手
まで幅広い層にわたり、広く県内日本画家の作品および近
年の活動を知る上で、絶好の機会となっています。 
◇入場無料 

◇連 絡 先　金沢市若松町126番地　柳橋広司 
　　　　　　　 076－261－9602
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※7月の全館休館日は19日(火)～21日(木)です。 
※キッズ☆体験講座は事前の申し込みと参加費が必要です。詳しくは前号6ページをご覧下さい。 

  7月の行事案内　《入場無料(ギャラリートークを除く)・いずれも午後1時30分から行います》 
月　日 
7/2（土） 
 
7/3（日） 
 
7/9（土） 
7/10（日） 
 
7/16（土） 
7/17（日） 
 
7/23（土） 
 
7/24（日） 
 
7/26（火） 
7/28（木） 
7/30（土） 

行　事 
キッズ☆鑑賞講座 
 
月 例 映 画 会  
 
美 術 講 座  
ビデオ鑑賞会 
 
美 術 講 座  
月 例 映 画 会  
 
ギャラリートーク 
 
ビデオ鑑賞会 
 
キッズ☆体験講座 
キッズ☆体験講座 
キッズ☆体験講座 

内　　　　　　　　容 
北出不二雄の世界を鑑賞しよう　　　　　　　　　（西ゆう子　学芸主任） 
※小学生対象の講座です。コレクション展示を鑑賞しながらの講座になります。 
墨龍［加山又造］（27分） 
藤本能道の色絵磁器（33分） 
石川のやきもの　　　　　　　　　　　（末吉守人　学芸第一課担当課長）     
正倉院宝物1　東西文化の国際交流（30分） 
正倉院宝物2　千二百年の宝庫　校倉（30分）　　　　　　　　　 
石川県立美術館の近代日本画コレクション　　　（西田孝司　学芸専門員） 
前田青邨と日本画の流れ（29分） 
土と炎と人と　清水卯一のわざ（30分） 
古九谷・再興九谷　　　　　　　　　　　　　　　（谷口 出　普及課長） 
※展示室内で行われるため、コレクション展の入場料が必要です。 
正倉院宝物2　千二百年の宝庫　校倉（30分） 
正倉院宝物3　国家珍宝帳（30分） 
親子で鑑賞会　彫塑に挑戦！（小学1・2年生対象） 
親子で鑑賞会　工芸に挑戦！（小学3・4年生対象） 
親子で鑑賞会　油彩画に挑戦！（小学5・6年生対象） 

会　場 
講義室 

コレクション展示室 
ホール 
 

講義室 
ホール 

 
講義室 
ホール 
 

コレクション展示室 
 

ホール 
 

講義室 
講義室 
講義室 

第２回美術館バスツアー報告 第２回美術館バスツアー報告  

 

　昨年度から始まりました美術館バスツアー、今回は「国

宝・松林図屏風を訪ねて」と題し、七尾市の文化財を見

学しました。 

　5月1日（日）朝8時

に金沢駅を出発。天

気は曇り。予報では

夕方から雨になると

いうことでしたが、

なんとか今日一日も

って欲しいと願いな

がら能登中島祭り会

館へ向かいました。ここでは、中島町に伝わる重要無形

文化財「枠旗祭り」を人形や映像を使って再現していま

す。ボランティアガイドの丁寧でユーモアのある説明を

受け、勇壮な「枠旗祭り」の映像を鑑賞しました。それ

からツインブリッジを渡り能登島へ。石川県能登島ガラ

ス美術館に到着。「色彩のうつわ　トゥーツ・ジンスキ

ー展」を開催中で、米国女流作家ジンスキーの初期の作

品から新作まで25点を展示していました。学芸員の案内

で20分ほど作品や作家について丁寧に説明をしていただ

き、参加者の中には、ガラス作品の製造方法について熱

心に質問されている方も見受けられました。 

　お昼を能登食祭市場でいただいたあと、今回のツアー

の目的である石川県七尾美術館へ。「国宝・松林図屏風」

を一目見ようと大勢の方が来館しており、大変な混雑で

した。嶋崎館長から長谷川等伯についての解説をホール

で20分受けたのち、作品を鑑賞しました。参加者からは、

館長のお話が聞けて大変勉強になったとの感想もいただ

きました。 

　さて、美術館を

出た頃から天気が

心配になってきま

した。長齢寺につ

くと、住職からお

寺の由来について

ご説明を受けまし

た。前田家との関

係が深いお寺で、

利家を中心に家族の画像を寺宝としてのこしています。

その解説を地域のボランティアの方にしていただきまし

た。その頃から心配していた雨が降り出し、屋根の下で

記念撮影。しっとりと雨に濡れた遊歩道を10分ほど歩き

次の目的地である本延寺に到着。長谷川等伯の生家奥村

宗道の菩提寺で、七尾市指定文化財の「木造日蓮坐像」「絹

本著色釈迦涅槃図」を公開していました。 

　山の寺寺院群はゆっくり時間をかけて歩くことができ

ず少々残念でしたが、国宝中の国宝「松林図屏風」を目

に焼き付けてきましたので満足できたのではないでしょ

うか。予定通り無事に旅行を終えることができました。

終わりに、ご参加の皆様と各見学地でお世話下さいまし

た関係各位に深く感謝申し上げます。 

能登中島祭り会館 

七尾美術館にて　嶋崎館長のお話を聞く 

長齢寺にて記念撮影 
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次回のコレクション展 

重要文化財　四季耕作図 
久 隅 守 景　生没年不詳 
江戸　17世紀　　縦146.0　横336.0（cm） 

し　　 き　  こう　さく　  ず 

所蔵品紹介 156

婚礼調度の美　　　　　（前田育徳会展示室） 

古九谷・再興九谷名品展（後期） （第2展示室） 

夏休み 親子で楽しむ美術館～きになるかたち～ 
（第6展示室） 

7月22日（金）～8月21日（日） 

　昨年度より、当館では教育活動の一つとして「キッズ☆プログラ
ム鑑賞講座」を設け、小学生とその保護者を対象にコレクション展
示を鑑賞しています。今年度は、年に7回土曜日に行い、月ごとに
特集が組まれている展示作品を中心に、クイズを交えながら鑑賞し
ています。作品がどんな道具、素材
を使って制作されるのかということも、
実際に見たり触れたりすることでよ
り深く理解していただけると思います。
図版や映像でなく、本物の作品を見
て親子で語り合うことはとても素晴
らしい体験になると思います。 
　参加される子供たちには、パスポ
ート（写真参照）を配布し、講座に
参加するとシールがもらえるという
仕組みです。もちろん、親子で鑑賞
する際は無料ですし、毎回すてきな
絵はがきのプレゼントもあります。
この機会に親子で美術鑑賞をしませ
んか？皆さんのご来館をお待ちして
います。 

 

コレクション展示室で鑑賞 

キッズ☆鑑賞講座パスポート 
（表） （裏） 

　
久
隅
守
景
は
、
生
没
年
や
画
歴
な
ど
不
明
な
点
が
多
く
、
近

世
初
期
に
活
躍
し
な
が
ら
も
謎
の
多
い
絵
師
の
一
人
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
国
宝
「
夕
顔
棚
納
涼
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）
や
、
本
作
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
「
四
季
耕
作
図

屏
風
」
な
ど
確
か
な
足
跡
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
を
代
表

す
る
絵
師
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、

こ
の
北
陸
の
地
に
「
守
景
筆
」
と
さ
れ
る
絵
画
が
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
守
景
は
探
幽
に
学
ん
だ
後
、
金
沢
へ
下

っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
言
い
伝
え
を
持
つ
絵
画

が
の
こ
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
当
地
に
は
た
い
へ
ん
「
馴
染

み
深
い
絵
師
」
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　「
馴
染
み
深
い
」
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
守
景
の
描
い
た

画
題
が
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常
風
景
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
に
み
る
男
女
と
子
ど
も

の
姿
と
い
い
、「
四
季
耕
作
図
」
に
み
る
農
村
の
光
景
と
い
い
、

こ
れ
ま
で
の
絵
画
に
な
か
っ
た
身
近
な
光
景
が
主
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
頃
の
絵
画
の
テ
ー
マ
と
い
え
ば
、
例
え
ば
、
権
力
者

の
生
活
空
間
を
囲
む
に
相
応
し
い
中
国
の
故
事
に
由
来
を
持
つ
絵

画
や
、
権
力
の
象
徴
と
し
て
の
動
植
物
な
ど
、
日
常
の
光
景
と
は

離
れ
た
も
の
が
主
で
し
た
。
こ
の
「
四
季
耕
作
図
」
も
そ
も
そ
も

は
、
権
力
者
に
対
し
て
、
農
業
や
養
蚕
の
苦
労
を
伝
え
る
中
国
の

「
耕
織
図
」
に
始
ま
る
の
で
す
が
、
守
景
は
こ
れ
を
見
事
に
和
様

化
し
、
穏
や
か
な
農
村
風
景
と
し
て
展
開
さ
せ
た
の
で
す
。 

　
季
節
は
左
隻
か
ら
右
隻
へ
流
れ
、
左
隻
に
は
耕
起
と
苗
代
（
第

三
〜
五
扇
）、
草
取
り
（
第
一
扇
）、
右
隻
に
は
稲
刈
（
第
六
扇
）、

稲
束
運
び
（
第
五
扇
）、
脱
穀
（
第
四
扇
）、
籾
摺
り
・
風
選
・

俵
締
め
（
第
三
扇
）
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

本
図
に
は
橋
を
渡
る
鷹
狩
の
一
行
や
、
茶
店
の
光
景
、
鵜
飼
の

様
子
な
ど
が
描
か
れ
、「
四
季
耕
作
図
」
の
新
た
な
姿
を
模
索

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

※
9
月
23
日（
金
・
祝
）か
ら
10
月
23
日（
日
）ま
で
、「
特
集
　
古

美
術
優
品
選
」（
第
2
展
示
室
）
に
て
展
示
予
定
で
す
。 

く　　すみ　  もり　  かげ 

親子で美術鑑賞をしませんか？ 




